
大鹿村内を縦断する国道１５２号の南端に位置する標高１３１４ｍ

の峠。古くは「遠山峠」とも呼ばれ、秋葉街道における難所の１つと

されていた。青木川(大鹿村)と上村川(飯田市)の分水嶺でもある。

名前の由来となる地蔵は、元々は峠の南にあった「堂屋敷」地籍

に安置されていたものであり、大正時代の頃に４基あった内の２基

が今の場所へ移されたという。
伊那谷遺産プロジェクト公式サイト
http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/think/heritage/

紹介コーナー(第６回)

地 蔵 峠
じ ぞ う と う げ

所在地などの詳しい情報は、お手持ちの携帯で
コチラのバーコードを読み込むと御覧になれます。
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国土交通省中部地方整備局

天竜川上流河川事務所

小渋川砂防出張所

小渋川支部安全協議会

今回のくろゆり通信では、大鹿村内で実施中の工事などについて紹介致します。

聞いてみた
現場代表者に

釜沢地区において老朽化した釜沢第2砂防堰堤を補修する工事を実施しています

工事名：平成25年度 天竜川水系

釜沢第2砂防堰堤補強工事
工 期：平成25年9月14日

～平成26年7月11日

現場代理人

浅間慎也
監理技術者

老朽化したえん堤を補強し、より強度を

持たせ安定したえん堤にする工事です。

森下行宏

現在、⼩渋川砂防出張所管内にて施⼯中の⼯事について、現場の代表者へ⼯事⽬的や特徴、苦労した点などにつ
いて質問をしてみました。今回は５件の紹介をします。

完成予想

旧コンクリート

新コンクリート

ゴム型枠

既設えん堤の下流側を増厚コンクリートにより腹付け補強します。
新旧コンクリートの打継ぎ目を差し込み一体化させます。
えん堤天端（水通し部）には堤冠保護としてゴム型枠を使用します。


